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として 2016 年 3 月に公開した。ここで「機能語」とは，日本語教育で扱われている文型，
表現などを含む文法項目全般を表すものである。 
文法項目は，以下の 5 種類の資料のうち，主に 2 種類の資料にある文法項目を採用した。










表１ 5 種の資料から取り入れた「はごろも」の項目数 
旧『出題基準』 『文型辞典』 『助詞・助動詞』 『表現文型』 『複合辞』 
956 1,479 413 597 346 
 
また，用例を抽出したコーパスは，下記の通り書き言葉 4種，話し言葉 4種である。 
書き言葉 
(1) 『日英新聞記事対応付けデータ (JENAAD)』  
(2) 『Kyoto University and NTT Blog コーパス(KNBC)』 
(3) 『現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ)』 
(4) 『CASTEL/J CD-ROM V1.5 』日本語教育支援システム研究会  
話し言葉 
(1) 『日本語会話データベース』平成 8‐10 年度文部省科学研究費補助特定領域研究「人文
科学とコンピュータ」公募研究（「日本語会話データベースの構築と談話分析」 研究
代表者 上村隆一）の成果による  
(2) 『宇都宮大学 パラ言語情報研究向け音声対話データベース (UUDB)』 
(3) 『名大会話コーパス』科学研究費基盤研究(Ｂ)(２)「日本語学習辞書編纂に向けた電子
化コーパス利用によるコロケーション研究」（平成 13 年度〜15 年度，研究代表者：大
曾美惠子） 
(4) 『BTS による多言語話し言葉コーパス-日本語会話 1』宇佐美まゆみ監修(2005)東京外


































































 以上の作業によって，2016 年『はごろも』公開時に 1,848 項目であった見出し語は，2017
年 1 月末の作業の段階で 1,744 項目となった。今後も精査を続け，以下の節で述べる作業も
























つつあり，記述の対象としている文法項目数は，2017 年 1 月末の作業の段階で 1,744 項目
である。①の意味大分類の検討では，次の作業を行っている。現在の『はごろも』の 620
の意味用法について，意味を大きく捉えるための分類枠を設けて「意味大分類」とし，1,774
項目を振り分ける。現在，『はごろも』の 639 の文法項目を 54 の意味大分類に分け，『はご
ろも』に記載されている意味用法と 54 の意味大分類との対応について検討を行っている。 




















V よう 意志・意向，勧誘・勧め，申し出 










































 例 5）かぎりでは 

























【誤用例】日本語を勉強していたのがもう 2 年 3 カ月に立ちました。（上級・中国語） 
 
３．６ 作業の進捗 




















 すなわち文型とは，①2 つ以上の要素からなり，②単に 1つの機能語としてではなく，句
や文全体に関わる統語的な役割を果たし，③固定的に使用される，という 3 点を満たす。 
 例 7）「（のこと）を〜という」命名・定義 例文 A:国連のことを英語ではなんといいま
すか。B: United Nations といいます。 
























 例 11)「お〜なさる」 尊敬：する 例文 来月の講演会に，館長は多くの方々をお招き







 例 12)「ぞんじる＜思う＞」 謙譲：思う 例文 来月には完成すると存じます。 












例 14)  格助詞「〔時間〕＋に」 語レベル  



































































表５ 品詞の下位分類に含まれる項目，見出し語の例，注記   
分類 下位分類，定義，例，注  
動詞 一般（あげる，いたる），複合動詞（V える，V だす），補助動詞（V てい
く，V ておく） 
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